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令和７年度社会教育事業の実施状況について 
 
 
１ 公民館事業の実施状況について（令和８年３月末現在） 

社会の変化にあわせて「個人の要望」と「社会の要請」のバランスの取れた学習機会を全市民へ

提供するために、行政各機関、社会教育関係団体、大学等との連携・協力関係を構築し、６項目の

学習テーマを設定して「社会的要請学習」を展開した。 

また、それぞれの地域の課題や実情を踏まえ、世代間の交流と地域住民の連帯感を高める機会を

提供するために、地域と協力し、「ふれあい交流」、「地域と共に考えるまちづくり」をテーマに各公

民館独自の企画・運営による「地域づくり学習」を展開した。 
 

⑴ 社会的要請学習の事業実績                 （令和8月3月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 社会的要請学習の参加状況 

□講座参加率 70％未満 ■講座参加率 70％～85％ ■講座参加率 85%以上 

 

 

  

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１ 

学習テーマ 担当公民館
事 業 数
（事業）

講 座 数
（回）

延べ参加者数

（人）

参加率

（参加者数/定員）

46 177 2,270 84%

ＩＣＴ
役立つＩＣＴ活用術

全公民館 11 63 719

環境・エネルギー
行って見て聴いて実践エコライフ

北部公民館
江南公民館

5 6 105

防災・防犯
防災・防犯テクニック術

東部公民館
西部公民館

2 6 189

健康づくり
わたしと家族の健康生活

中央公民館
霞城公民館
南部公民館
元木公民館

11 24 447

461

子ども支援
体験子ども教室

社会教育青少年課

全公民館
11 26 349

合　　計

若者支援
まちなかサードプレイス
サードプレイスJr.

社会教育青少年課

東部公民館

南部公民館

北部公民館

霞城公民館

江南公民館

6 52

82%

78%

111%

95%

95%

78%
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 イ 社会的要請学習の実施状況 

  (ア) ＩＣＴ「役立つＩＣＴ活用術」 （全公民館） 

仕事や日常生活の中で活用し、生活の利便性向上を図るために、パソコン操作及びスマー

トフォン等のＩＣＴ機器の基礎的な操作や活用方法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

                                               

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  (イ) 環境・エネルギー「行って見て聴いて実践エコライフ」(北部・江南) 

環境保全や循環型社会について身近な所から実践する取り組みや地域の豊かな自然との

触れ合いの場を提供することで、市民の環境と生活への関心を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (ウ) 健康づくり「わたしと家族の健康生活」(中央・南部・霞城・元木) 

心身の健康や病気の予防などに関する講座を、市が推進する「スクスク（SUKSK）生活推

進事業」等と連携し、健康医療先進都市の確立に資する事業として展開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 実施公民館 

パソコン講座 
 

中央 
スマートフォン講座 

市民スマートフォン教室 東部 

スマートフォン基礎教室 西部 

スマートフォン基礎講座 南部 

スマホの基本+防災・LINE 体験教室 北部 

はじめてのスマートフォン講座「入門編」 
 

江南 
もっと！スマートフォン講座「活用編」 

スマートフォン活用講座 霞城 

スマートフォン初心者講座 
 

元木 
スマートフォン講座 

事業名 実施公民館 

エネルギー回収施設 バックヤードツアー  

北部 

 

スポＧＯＭＩ北部公民館 

山形自然ウォーキング 

山形の水資源 
 

江南 
環境変化と自然災害 

事業名 実施公民館 

リフレッシュ講座 
 

中央 
正しい歩き方講座 

栄養学的健康増進講座  

南部 

 

女性のための「健康づくり応援」講座 

南部軽運動部 

睡眠講座 
 

 

霞城 

 

いきいき血管講座 

美容教室 

SUKSK 生活出前講座 

高齢者健康教室 
 

元木 
知って備える！もしものときのがん講座 

～東部公民館 スマホ教室～ 

～中央公民館 パソコン教室～ 

～北部公民館 山形自然ウォーキング～ 

～中央公民館 正しい歩き方講座～ 
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(エ) 防災・防犯「防災・防犯テクニック術」 (東部・西部) 

災害発生の原因や社会と地域の災害対策の実態を知り、災害への備えや実践的な対処の仕

方を学ぶとともに、最新の犯罪事例を知り身の守り方を学ぶことにより、市民の防災・防犯

意識の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (オ) 若者支援事業①「サードプレイス Jr.」(東部・南部・北部・江南・霞城) 

中学生が公民館事業の企画立案・実施することを通して地域についての学びを深めるとと

もに、自己有用感を高め地域に対する愛着を持つことができるよう支援する。 

事業名 実施公民館 

「南部公民館文化祭」の受付、あてくじブ

ース担当 

 

南部 

「北部公民館文化祭」への中学生の作品展示 北部 

小学生対象工作教室「レジンアクセサリー

をつくろう」の企画運営 

 

江南 

・「少年少女きらきら教室」の企画運営 

・文化祭における「縁日コーナー」の企画運営 

 

霞城 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (カ) 若者支援事業②「まちなかサードプレイス」(社会教育青少年課) 

高校生が中央公民館を活用し、運営や事業に参画することを通して、まちづくり、事業構

想、情報発信などを「ナナメの関係」にある大人と広く学び合うことで、将来的に地域づく

りに参画する人材として育っていくことを支援する。 

 

第４期まちなかサードプレイス 

「花笠ミニキーホルダーを作ろう！」 

 

 

 

 

 

事業名 実施公民館 

防災・防犯について考える 東部 

くらし安心防災・防犯講座 西部 

～西部公民館 くらし安心防災・防犯講座～ 

～江南公民館 レジンアクセサリーをつくろう～ 

～南部公民館文化祭 あてくじブース～ 
～霞城公民館 

「少年少女きらきら教室」の企画運 かんたんお菓子作り～ 
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(キ) 子ども支援事業「体験子ども教室」 

週末や長期休業中にさまざまな豊かな体験学習の機会を提供することで、子どもの自立性

を培い社会性を育む。 

事業名 実施公民館 

親子で宇宙探検隊 中央 

茶道教室 東部 

わくわくどきどき子ども絵画教室 西部 

スポーツチャンバラ教室 南部 

子ども体験絵画教室 北部 

はじめてのプログラミング講座 江南 

親子お菓子づくり教室 霞城 

こども”ストリートダンス”体験教室 元木 

 

⑵ 地域づくり学習の実施状況                （令和 8 年 3 月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～東部公民館 茶道教室～ 

～江南公民館 はじめてのプログラミング講座～ 

家庭教育支援 子ども育成 若者支援
やまがた

文化まなび
その他

事業数(事業) 1 3 1 2 6 4 17

講座数（回） 2 3 3 2 9 5 24

参加者数（人） 10 322 17 143 2,145 579 3,216
事業数

(事業)
1 4 1 1 9 1 17

講座数（回） 1 7 1 4 17 21 51

参加者数（人） 2 133 9 62 2,626 300 3,132
事業数

(事業)
1 3 1 2 11 5 23

講座数（回） 11 5 1 6 17 51 91

参加者数（人） 94 76 9 244 3,971 549 4,943

事業数(事業) 1 3 1 3 7 3 18

講座数（回） 1 7 1 5 12 27 53

参加者数（人） 44 146 25 119 2,045 824 3,203

事業数(事業) 1 3 1 5 8 4 22

講座数（回） 2 9 1 6 9 13 40

参加者数（人） 20 172 26 130 794 1,265 2,407

事業数(事業) 1 2 1 1 5 2 12

講座数（回） 2 10 3 2 11 48 76

参加者数（人） 15 171 35 13 3,286 548 4,068

事業数(事業) 1 4 1 1 15 1 23

講座数（回） 2 18 1 1 22 1 45

参加者数（人） 23 319 10 14 3,306 60 3,732

事業数(事業) 4 4 1 4 7 1 21

講座数（回） 6 4 1 4 43 1 59

参加者数（人） 90 113 15 49 1,149 73 1,489
事業数

(事業)
1 1

講座数（回） 2 2

参加者数（人） 30 30

事業数(事業) 12 26 8 19 68 21 154

講座数（回） 29 63 12 30 140 167 441

参加者数（人） 328 1,452 146 774 19,322 4,198 26,220
参加率
（参加者数/定員）

62% 95% 77% 108% 115% 105% 110%

社教

合計

公民館
地域住民のふれあい交流の促進 地域と共に

考えるまちづ

くり

合計

霞城

元木

中央

東部

西部

南部

北部

江南
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 ア 地域づくり学習の参加率状況 

□講座参加率 70％未満 ■講座参加率 70％～85％ ■講座参加率 85%以上 

 

 
 
 
 
                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 地域づくり学習の実施状況 

  (ア) 家庭教育支援事業 

保護者が安心感と自信をもって家庭教育を行えるよう、子どもへの理解や接し方、親子の

コミュニケーション等、子育てに必要な知識やスキルについて学ぶ機会や、子育ての悩みを

相談する機会を提供し、支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 子ども育成事業 

さまざまな体験や交流する機会を週末及び長期休業中に設定し、子どもたちの心を豊かに

育むとともに、人とつながる喜びを実感し、主体的に人とかかわろうとする思いを育てる。 

 

 

 

 

事業名（一部抜粋） 実施公民館 

赤ちゃんとママパパのスキンシップ教室 中央 

親子 de チャレンジ！地産地消のみそ作り体験  南部 

スマイル子育てタイム 北部 

事業名（一部抜粋） 実施公民館 

おもしろマジックショー2025 中央 

理科実験教室 西部 

北部おもしろ工作教室 北部 

～中央公民館 赤ちゃんとママパパのスキンシップ教室～ ～南部公民館 親子 de チャレンジ！地産地消のみそ作り体験～ 
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(ウ) 若者支援事業 

将来的に地域づくりに参画する人材を育成することを目的として、各公民館において、若

者のニーズや課題などを考慮した学びの場を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ) やまがた文化まなび事業 

郷土の誇れる「文化」を資源に、地域の活力と魅力の向上を図ることを目的として、山形

市が持っている多彩で豊かな文化を理解し、多様な文化活動に触れることができる事業を

提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名（一部抜粋） 実施公民館 

高校演劇 音響・照明基礎講習会 中央 

南部若者塾 クリスマスコンサート 南部 

アウトドア講座 霞城 

事業名（一部抜粋） 実施公民館 

やまがたを知る 歩いて蔵王温泉を知る講座 東部 

郷土を探る講座 西部 

そば打ち体験講座 元木 

～西部公民館 郷土を探る講座～ 

～西部公民館 理科実験教室～ 

～中央公民館 高校演劇 音響・照明基礎講習会～ ～南部公民館 南部若者塾 クリスマスコンサート～ 

～北部公民館 北部おもしろ工作教室～ 

～元木公民館 そば打ち体験講座～ ～東部公民館 やまがたを知る 歩いて蔵王温泉を知る講座～ 
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(オ) その他事業（成人・高齢者等対象） 

様々な学習内容の事業を実施し、多様な学びのニーズに応えるとともに、事業を通じて市

民のつながりづくりを支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(カ) 地域と共に考えるまちづくり 

地域課題を地域と共有し、地域団体と共同で学習プログラムを企画し、事業を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名（一部抜粋） 実施公民館 

七日町商店街振興組合連携事業 中央 

手話を知ろう 東部 

江南大人の学び場②「県産食材を使った手づくり漬け物」 西部 

北部☆夏コンサート♪ 北部 

霞城ファミリー♪コンサート 霞城 

事業名（一部抜粋） 実施公民館 

単身高齢者との交流会 西部 

南部地区感動再発見 「畑谷城址・長谷堂城址」を登る 南部 

地域の防災について 北部 

～東部公民館 手話を知ろう～ 

～西部公民館 単身高齢者との交流会～ 

～中央公民館  

七日町商店街振興組合連携事業 ミニコンサート～ 

～霞城公民館 霞城ファミリー♪コンサート～ 
～江南公民館  

江南大人の学び場②「県産食材を使った手づくり漬け物」～ 

～北部公民館 地域の防災について～ 
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⑶ 対象別事業状況                    （令和 8年 3 月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 公民館利用者数の推移                         単位（人）        

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 公民館利用率（令和８年３月時点） 

ア 中央公民館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利用種別 令和元年度 4 年度 5 年度 6 年度 7 年度 

公民館事業参加者 35,517 16,432 29,643 29,741 28,490 

貸 館 利 用 者 314,592 181,408 229,019 226,998 245,501 

合   計 350,109 197,840 258,662 256,739 273,991 

少年 12 42 659 7 9 259 13 63 678 32 114 1,596

青年 7 11 120 1 1 26 1 10 67 9 22 213

成人 44 106 1,784 36 197 5,497 27 97 1,399 107 400 8,680

親子 15 21 637 4 19 255 3 5 65 22 45 957

その他 7 8 2,567 21 27 14,416 2 2 61 30 37 17,044

合　計 85 188 5,767 69 253 20,453 46 177 2,270 200 618 28,490

区分

地域づくり学習
社会的要請学習 合　　計

主 催 事 業 共 催 事 業

事業数

（事業）

講座数

（回）

参加者数

（人）

事業数

（事業）

講座数

（回）

参加者数

（人）

講座数

（回）

参加者数

（人）

事業数

（事業）

講座数

（回）

参加者数

（人）

事業数

（事業）

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

大会議室
（120人）

119 38.8% 149 48.5% 98 31.9% 366 39.7%

研修室１
（18人）

53 17.3% 103 33.6% 51 16.6% 207 22.5%

研修室２
（30人）

101 32.9% 120 39.1% 47 15.3% 268 29.1%

研修室３
（50人）

111 36.2% 132 43.0% 52 16.9% 295 32.0%

研修室４
（12人）

39 12.7% 128 41.7% 15 4.9% 182 19.8%

和室
（40人）

83 27.0% 71 23.1% 25 8.1% 179 19.4%

パソコン室
（15人）

72 23.5% 76 24.8% 2 0.7% 150 16.3%

軽運動室
（20人）

158 51.5% 126 41.0% 143 46.6% 427 46.4%

視聴覚室
（40人）

138 45.0% 110 35.8% 35 11.4% 283 30.7%

音楽室
（20人）

66 21.5% 66 21.5% 49 16.0% 181 19.7%

ギャラリー 39 12.7% 40 13.0% 11 3.6% 90 9.8%

多目的ホール 95 41.9% 106 46.7% 79 34.8% 280 41.1%

合計 1,074 29.8% 1227 34.0% 607 16.8% 2,908 26.9%

前年度合計
（3月時点）

1,035 29.3% 1,279 36.2% 677 19.1% 2,991 28.2%

部屋名称
（定員）

午前 午後 夜間 合計
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イ 東部公民館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 西部公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

講堂
（100人）

90 30.6% 150 51.0% 96 32.7% 336 38.1%

学習室B
（50人）

211 71.8% 155 52.7% 166 56.5% 532 60.3%

実習室
（36人）

146 49.7% 142 48.3% 76 25.9% 364 41.3%

合計 447 50.7% 447 50.7% 338 38.3% 1,232 46.6%

前年度合計
（3月時点）

454 51.8% 499 57.0% 325 37.1% 1,278 48.6%

午後 夜間
部屋名称
（定員）

合計午前

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

集会室
（250人）

234 83.6% 231 82.5% 181 64.6% 646 76.9%

会議室
（24人）

143 51.1% 172 61.4% 54 19.3% 369 43.9%

研修室A
（50人）

161 57.5% 182 65.0% 114 40.7% 457 54.4%

研修室B
（20人）

125 44.6% 172 61.4% 125 44.6% 422 50.2%

和室AB
（36畳）

163 58.2% 144 51.4% 131 46.8% 438 52.1%

和室C
（16畳）

52 18.6% 98 35.0% 36 12.9% 186 22.1%

調理室
（調理台4台）

30 10.7% 27 9.6% 10 3.6% 67 8.0%

合計 908 46.3% 1026 52.3% 651 33.2% 2,585 44.0%

前年度合計
（3月時点）

901 45.8% 976 49.6% 645 32.8% 2,522 42.7%

部屋名称
（定員）

午前 午後 夜間 合計
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エ 南部公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

オ 北部公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

集会室
（100人）

200 71.2% 190 67.6% 169 60.1% 559 66.3%

1F会議室
（18人）

185 65.8% 177 63.0% 55 19.6% 417 49.5%

2F会議室
（18人）

127 45.2% 113 40.2% 25 8.9% 265 31.4%

1F研修室
（50人）

190 67.6% 175 62.3% 94 33.5% 459 54.4%

2F研修室
（30人）

147 52.3% 174 61.9% 74 26.3% 395 46.9%

和室A
（30畳）

183 65.1% 143 50.9% 68 24.2% 394 46.7%

和室B
（20畳）

161 57.3% 154 54.8% 68 24.2% 383 45.4%

調理室
（調理台4台）

21 7.5% 32 11.4% 10 3.6% 63 7.5%

合計 1,214 54.0% 1158 51.5% 563 25.0% 2,935 43.5%

前年度合計
（3月時点）

1,204 53.6% 1096 48.8% 597 26.6% 2,897 43.0%

部屋名称
（定員）

午前 午後 夜間 合計

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

大ホール
（100～180名）

225 78.9% 221 77.5% 191 67.0% 637 74.5%

会議室
（30人）

175 61.4% 197 69.1% 68 23.9% 440 51.5%

小会議室A
（12人）

132 46.3% 145 50.9% 42 14.7% 319 37.3%

小会議室B
（12人）

48 16.8% 68 23.9% 11 3.9% 127 14.9%

研修室
（70人）

186 65.3% 162 56.8% 102 35.8% 450 52.6%

和室
（31畳）

122 42.8% 128 44.9% 59 20.7% 309 36.1%

調理実習室
（20名）

16 5.6% 15 5.3% 2 0.7% 33 3.9%

合計 904 45.3% 936 46.9% 475 23.8% 2,315 38.7%

前年度合計
（3月時点）

892 45.2% 933 47.3% 507 25.7% 2,332 39.4%

部屋名称
（定員）

午前 午後 夜間 合計
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カ 江南公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
キ 霞城公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

第1研修室
（和室：12.5畳）

49 17.4% 95 33.8% 24 8.5% 168 19.9%

第2会議室
（和室27.5畳）

88 31.3% 81 28.8% 22 7.8% 191 22.7%

第2研修室
（30人）

146 52.0% 185 65.8% 106 37.7% 437 51.8%

第3研修室
（60人）

153 54.4% 188 66.9% 122 43.4% 463 54.9%

音楽室
（20人）

108 38.4% 78 27.8% 89 31.7% 275 32.6%

集会室
（95㎡）

226 80.4% 200 71.2% 170 60.5% 596 70.7%

軽運動室
（60人）

163 58.0% 155 55.2% 161 57.3% 479 56.8%

料理実習室
（調理台3台）

26 9.3% 30 10.7% 13 4.6% 69 8.2%

第1講習室
（12人）

87 31.0% 108 38.4% 84 29.9% 279 33.1%

第2講習室
（18人）

103 36.7% 112 39.9% 57 20.3% 272 32.3%

講堂
（300人）

216 76.9% 226 80.4% 184 65.5% 626 74.3%

合計 1,365 44.2% 1458 47.2% 1,032 33.4% 3,855 41.6%

前年度合計
（3月時点）

1,298 42.1% 1,405 45.6% 979 31.8% 3,682 39.8%

部屋名称
（定員）

午前 午後 夜間 合計

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

講堂
（400人）

219 77.7% 196 69.5% 204 72.3% 619 73.2%

会議室
（33人）

157 55.7% 167 59.2% 122 43.3% 446 52.7%

小会議室
（18人）

172 61.0% 206 73.0% 148 52.5% 526 62.2%

研修室１AB
（84人）

170 60.3% 203 72.0% 114 40.4% 487 57.6%

研修室２
（和室：100人）

132 46.8% 155 55.0% 139 49.3% 426 50.4%

研修室３
（和室25人）

74 26.2% 85 30.1% 54 19.1% 213 25.2%

調理実習室
調理台3台

48 17.0% 62 22.0% 24 8.5% 134 15.8%

談話室
（12人）

173 61.3% 192 68.1% 55 19.5% 420 49.6%

合計 1,145 50.8% 1266 56.1% 860 38.1% 3,271 48.3%

前年度合計
（3月時点）

1,088 48.4% 1,278 56.9% 845 37.6% 3,211 47.6%

部屋名称
（定員）

午前 午後 夜間 合計
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ク 元木公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 社会教育青少年課の事業 

  

⑴ コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の導入と地域学校協働活動の実施状況について 

 

ア 学校運営協議会の設置状況   

   (ア) 学校運営協議会の設置状況  

令和４年度に全小中学校(５１校)で設置済み ※資料１-２参照 

   (イ) 学校運営協議会の実施回数 

     ５１校（４９協議会） 合計１４６回（協議会平均２．９回） 

【内訳】２回（１４協議会）、３回（２９協議会）、４回（５協議会）、５回（１協議会） 

  (ウ) 令和７年度の主な熟議のテーマ 

    ・ 「私たちの学校」と『私たちの地域』の未来を一緒に考えよう 

    ・ 教職員として見つけた子どもたちの 「よさ」と地域住民として分かる子どもたちの 「よさ」 

    ・ 「子どもたちのよさ」を可能にしている「地域のよさ」とは何か 

    ・ 登下校（通学班から自立登校へ） 

  ・ 働き方改革について 

    ・ これからの学校や家庭・地域での教育・学びで大切だと思うこと、チャレンジしたいこと 

    ・ 地域の自然や豊富な人材を生かした教育活動の持続可能な在り方について 

    ・ 地区の子ども、学校、地域の課題 

 

イ 地域学校協働活動の実施状況  

   (ア) 地域学校協働活動推進員の配置状況   

     ４２校に配置済み（R8.5.1 時点） ※資料１－２参照 

利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率

講堂
（250人）

198 70.0% 223 78.8% 151 53.4% 572 67.4%

研修室１
（18人）

143 50.5% 110 38.9% 93 32.9% 346 40.8%

研修室２AB
（54人）

104 36.7% 148 52.3% 64 22.6% 316 37.2%

研修室３
（18人）

72 25.4% 70 24.7% 19 6.7% 161 19.0%

研修室４AB
（和室：60人）

154 54.4% 122 43.1% 151 53.4% 427 50.3%

研修室５
（和室：15人）

19 6.7% 63 22.3% 44 15.5% 126 14.8%

調理室
（調理室4台）

55 19.4% 21 7.4% 1 0.4% 77 9.1%

工作室
（40人）

141 49.8% 116 41.0% 31 11.0% 288 33.9%

合計 886 39.1% 873 38.6% 554 24.5% 2,313 34.1%

前年度合計
（3月時点）

863 38.3% 890 39.5% 582 25.8% 2,335 34.5%

部屋名称
（定員）

午前 午後 夜間 合計
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   (イ) 主な取組 

①学校における地域学校協働活動 

 ・ 授業準備・補助    

ＤＩＹクラブ活動（一小）、地区探検・まち探検・地域めぐり（九小、西山形小、六中）、

高校陸上部との交流（南小）、豆腐作り（千歳小）、太鼓・民話の学習（大曽根小）、 

読み聞かせ（二小、五小、七小、桜田小）、米作り（蔵王一小）、 

サクランボの学習（明治小）、地域清掃活動（蔵王二小、蔵王三小・二中）、 

職業体験学習（高楯中）、県外中学校との交流（山寺中） 

  ・ 学校行事等の準備・運営 

  ・ 登下校に関する対応 

  ・ 休み時間・放課後等における対応 

②地域における地域学校協働活動 

  ・ 大曽根地区放課後子ども教室「そねっこクラブ」〈大曽根地区〉 

  ・ 夏休み等学習会〈山寺地区、西山形地区〉 

③学校運営協議会から地域学校協働活動の実施につながった事例 

・ バスガイドを募り『大好きな高瀬の魅力』を伝える」プロジェクト〈高瀬地区〉 

・ 南山形小学校見守りサポーター 

 

(ウ) 地域住民等の参画状況 

 ３，７１５人   

 

ウ 「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に向けた教育委員会の取組 

①教職員を対象とした「地域とともにある学校づくり研修会」の開催（7/29 令和２年度より 

実施） 

②地域学校協働活動推進員及び学校運営協議会委員を対象とした「学校を核とした地域づくり研 

修会」の開催（5/23 「地域と学校の連携・協働研修会」として令和３年度より実施） 

③教職員や地域住民等を対象にした出前講座の実施（７回） 

④視察・取材の実施（２７回）と、社教ニュース「ときたまご」（５号発行）による情報提供 

（Ｒ４よりホームぺージへ掲載） 

⑤地域学校協働活動推進員情報交換会の実施（5/23、9/19、11/21） 

⑥地域学校協働活動推進員委嘱時の推進員に対する活動内容説明 

⑦山形市ホームページへの概要掲載（Ｒ４より） 

 

⑵ 放課後子ども教室推進事業 

「放課後児童対策パッケージ」に基づき、放課後や土曜日に、小学校の余裕教室などを活用し、子

どもの安全安心な活動場所を提供するとともに、学習活動や集団での遊びのほか、価値ある体験活動

や豊かなかかわりあいを通じて、子どもの自主性を培い社会性を育むことを目的に、平成１９年度か

らモデル校として第一小学校と東小学校、平成２０年度から大曽根小学校で放課後子ども教室を実施。

令和４年度に一小、東小の放課後子ども教室を終了。令和５・６年度に市内全小学校全児童を対象に

行政主体型放課後子ども教室を実施した。令和６年度から公民館における放課後子ども教室を実施し

ている。 

   

≪事業実績≫（令和８年３月末現在） 

教室名 開催曜日 登録児童数

（人） 
開催日数（日） 延べ参加者数（人） 

大曽根小放課後子ども教室 月～金 ２０ １５８ １，５４７ 

公民館における放課後子ども教室 土・長期休業日  ３７ 

 
 １，８０１ 
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令和８年度

R2 R3 R4 女 男 総計 一般 教員 総計 委嘱済 委嘱日 初年度委嘱日

1 山形市立第一小学校 ○ R3.10.1 4 5 9 8 1 9 ● R7.4.1 R3.11.17
2 山形市立第二小学校 ○ R3.7.1 3 7 10 10 10 ● R7.4.1 R3.7.1
3 山形市立第三小学校 ○ R3.7.1 3 7 10 10 10 ● R8.4.1 R4.10.1
4 山形市立第四小学校 ○ R4.2.1 1 9 10 10 10 ● R7.4.1 R4.2.1
5 山形市立第五小学校 ○ R3.4.1 9 9 8 1 9 ● R8.4.1 R3.4.15
6 山形市立第六小学校 ○ R4.1.1 4 4 8 7 1 8 ● R8.4.1 R6.6.1
7 山形市立第七小学校 ○ R4.9.1 2 5 7 6 1 7 ● R8.4.1 R4.10.1
8 山形市立第八小学校 ○ R3.4.1 1 7 8 7 1 8 ● R8.4.1 R4.6.1
9 山形市立第九小学校 ○ R2.4.1 2 7 9 8 1 9 ● R7.4.1 R3.5.21

10 山形市立第十小学校 ○ R4.6.1 1 9 10 9 1 10 ● R8.4.1 R4.9.1
11 山形市立南小学校 ○ R4.2.1 2 8 10 10 10 ● R8.4.1 R6.4.1
12 山形市立西小学校 ○ R4.6.1 3 7 10 10 10 ● R8.4.1 R4.11.1
13 山形市立東小学校 ○ R3.6.1 2 6 8 8 8 ● R7.4.1 R3.11.16
14 山形市立鈴川小学校 ○ R3.9.1 2 8 10 10 10 ● R7.4.1 R5.4.1
15 山形市立千歳小学校 ○ R4.4.1 2 8 10 10 10 ● R8.4.1 R4.5.1
16 山形市立金井小学校 ○ R3.12.1 1 9 10 9 1 10 ● R7.4.1 R3.12.1
17 山形市立大郷小学校 ○ R4.1.1 4 6 10 10 10
18 山形市立明治小学校 ○ R4.1.1 1 8 9 9 9 ● R7.4.1 R4.1.1
19 山形市立出羽小学校 ○ R4.7.1 6 4 10 10 10
20 山形市立楯山小学校 ○ R4.2.1 3 7 10 9 1 10 ● R8.4.1 R6.5.1
21 山形市立高瀬小学校 ○ R3.8.1 4 6 10 9 1 10 ● R7.4.1 R3.8.1
22 山形市立山寺小学校 ○ R3.7.1 ▲ R7.4.1 R3.5.27
23 山形市立東沢小学校 ○ R3.5.1 2 8 10 10 10 ● R7.4.1 R5.7.1
24 山形市立滝山小学校 ○ R4.7.1 2 8 10 10 10 ▲ R8.4.1 R4.7.1
25 山形市立桜田小学校 ○ R3.5.1 1 9 10 9 1 10 ● R7.4.1 R3.10.1
26 山形市立南沼原小学校 ○ R4.4.1 8 8 7 1 8
27 山形市立宮浦小学校 ○ R4.3.1 8 8 8 8
28 山形市立蔵王第一小学校 ○ R4.9.1 2 8 10 10 10 ● R8.4.1 R4.9.1
29 山形市立蔵王第二小学校 ○ R4.2.1 1 8 9 9 9 ● R7.4.1 R7.4.1
30 山形市立蔵王第三小学校 ○ R3.4.1 ▲ R7.4.1 R3.4.19
31 山形市立南山形小学校 ○ R3.4.1 2 7 9 8 1 9 ● R7.4.1 R3.6.1
32 山形市立みはらしの丘小学校 ○ R3.7.1 2 7 9 8 1 9 ● R7.4.1 R3.7.1
33 山形市立本沢小学校 ○ R4.7.1 2 7 9 9 9
34 山形市立西山形小学校 ○ R2.4.1 1 9 10 10 10 ● R8.4.1 R3.6.1
35 山形市立村木沢小学校 ○ R3.4.1 3 5 8 7 1 8 ● R7.4.1 R3.11.1
36 山形市立大曽根小学校 ○ R3.4.1 3 7 10 9 1 10 ● R7.4.1 R3.4.12

72 245 317 301 16 317
1 山形市立第一中学校 ○ R4.2.1 2 10 12 12 12 ● R8.4.1 R4.6.1
2 山形市立第二中学校 ○ R4.2.1 2 7 9 9 9 ● R8.4.1 R6.6.1
3 山形市立第三中学校 ○ R4.4.1 2 8 10 9 1 10
4 山形市立第四中学校 ○ R4.9.1 9 9 5 4 9
5 山形市立第五中学校 ○ R4.7.1 4 11 15 13 2 15 ● R7.4.1 R7.4.1
6 山形市立第六中学校 ○ R3.9.1 1 14 15 12 3 15 ● R8.4.1 R6.4.1
7 山形市立第七中学校 ○ R4.6.1 2 7 9 9 9 ● R8.4.1 R4.10.1
8 山形市立第八中学校 ○ R4.9.1 3 8 11 11 11 ● R8.4.1 R5.4.1
9 山形市立第九中学校 ○ R4.2.1 1 12 13 13 13 ● R7.7.1 R7.7.1

10 山形市立第十中学校 ○ R4.3.1 9 9 9 9
11 山形市立金井中学校 ○ R4.5.1 3 10 13 13 13 ● R8.4.1 R4.2.1
12 山形市立高楯中学校 ○ R4.7.1 2 11 13 12 1 13 ● R8.4.1 R4.7.1
13 山形市立山寺中学校 ○ R3.7.1 7 8 15 15 15 ● R7.4.1 R3.5.27
14 山形市立蔵王第一中学校 ○ R2.4.1 4 10 14 14 14
15 山形市立蔵王第二中学校 ○ R3.4.1 2 16 18 15 3 18 ● R7.4.1 R3.4.19

35 150 185 171 14 185

3 32 16 51 校 107 395 502 472 30 502 39 人 42 校合  計
※小中併設校（山寺小・中学校、蔵王三小・二中）は、学校運営協議会を１協議会、地域学校協働活動推進員の配置を１名としている。

蔵王二中と一緒

山寺中と一緒

小学校合計

中学校合計

資料１－２

山形市立小中学校  学校運営協議会・地域学校協働活動推進員 令和8年5月1日現在

No. 学校名

学 校 運 営 協 議 会
地協推進員

設置年度
設置年月日

男女別集計 職業別集計

第六中と
同一人物

山寺中と
同一人物

蔵王二中
と同一人
物
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令和８年度の社会教育事業の計画について 

 山形市２大ビジョンを踏まえた社会教育事業の推進 

 山形市の掲げる「健康医療先進都市」と「文化創造都市」の２大ビジョンに基づく市民生

活の向上のため、市担当課や関係団体との密接な連携のもと、豊富なコンテンツを用いた効

果的・多角的な事業展開を図る。 

 

１ 【拡充】社会的要請学習の推進「デジタル社会」 

  「ICT」としていたテーマを「デジタル社会」とし、幅広く将来に向けてデジタル技術を

活用することで利便性、幸福度の向上を図る 

「デジタル社会」をテーマにした社会的要請学習 

公民館 時期 事業名 

中央 
7～2 月 パソコン講座 

1～3 月 先端 ICT 講座（生成 AI活用） 

東部 11 月 市民スマホ教室 

西部 

4 月 公民館職員によるパーソナルコンピューター活用術講座 

(町内会案内文書を作る) 

6～7 月 スマートフォン基礎講座～キャシュレス決済活用術 

南部 8 月 超初心者対象スマートフォン基礎講座 

北部 
4 月 ベニ pay 使い方相談講座 

11 月 スマホの基本とアプリ体験 

江南 
7 月 短期集中！スマートフォン講座 

7～8 月 ゆっくり学ぶ！スマートフォン講座 

霞城 6～9 月 スマートフォン講座 

元木 10～11月 スマートフォン講座 

 

２ 【新規】市民の生涯学習活動への支援「文化活動と学びのプラットフォーム形成事業」 

 地域に点在する文化活動や学びに関する情報を一元的に集約・データベース化し、市民

が必要な情報を取得しやすい環境を整備する。令和９年３月から利用開始予定。 

 

３ 【拡充】若者支援 

高校生や大学生などが、公民館を活用し広く学び合いながら、自らの学びを実現するこ

とを通して、将来的に地域づくりに参画する人材として育っていけるように支援する。     

また、中学生が公民館事業の企画立案・実施することを通して自己有用感を高め地域に

対する愛着を持つことができるよう図る。 

⑴ 青少年ボランティアによる取組の実施（社会教育青少年課） 

 ・ 青少年ボランティア 

 市内の中学生・高校生・大学生等を対象に、山形市内の公民館でのボランティアを

募集。２２名の応募があり（６月１日現在）、公民館とボランティアの受け入れについ

て調整中。 

 ・ まちなかサードプレイス ビッキの会 

 大学生６名で活動（６月１日現在）。６月６日（土）に小学生２０名を対象に霞城公

民館で「どんどんやきを作ろう！」を実施。山形の伝統文化である「どんどんやき」

資料２ 
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を作ることを通して地域を学ぶとともに、大学生と小学生の交流を深めた。 

⑵ 中学生による「サードプレイス Jr.」の実施（各公民館） 

  今年度は市内の６つの公民館でサードプレイス Jr．を実施する予定。現在公民館区内

の中学校に募集をしている。公民館の文化祭や公民館事業に関われるように計画してい

る。 

 

４ 【拡充】公民館施設の提供 

公民館の貸館受付について、これまでの窓口申請に併用してオンラインによる電子申請

を導入することにより、利便性を向上し、平日申請に来ることが難しい世代にとっても公

民館が身近な施設となり、生涯にわたり学びや交流の拠点となるよう仕掛けていくことで、

利用者層の拡大や使用者数の増加を図る。 

また、中学生を対象に「学びの場」として施設を開放し、「サードプレイス Jr.」への参

加を促すとともに、若者も利用しやすい公民館づくりを進める 

 中学生への公民館施設の開放予定 

公民館 期日 開放予定の施設（部屋等） 事業やイベント等（予定があれば） 

中央 ６月１５日（月） ４階 大会議室 学習スペースとして（中学生以外も利用可） 

東部 
６月１６日（火） 学習室Ａ  

９月２９日（火） 学習室Ａ  

西部 ９月２９日（火） 研修室Ａ  

南部 

６月１６日（火） ３階集会室を除く全館  

７月２８日（火） 全館  

８月１７日（月） 全館  

北部 １０月１８日（日） 会議室など たたらふいご祭り 

江南 ６月１６日（火） 第二研修室など クッキークッキング 

霞城 
６月１６日（火） 全館 サードプレイス Jr.公民館開放日 

９月２９日（火） 全館 サードプレイス Jr.公民館開放日 

元木 

７月２５日（土） 研修室１ サードプレイス Jr．生活文化祭 

８月２２日（土） 研修室１ サードプレイス Jr．生活文化祭 

９月１２日（土） 研修室１ サードプレイス Jr．生活文化祭 

 

５ 【継続】家庭教育支援の推進 

これまでの親子向けではなく家庭教育を担う保護者等を対象として、保護者等が安心感

と自信をもって家庭教育を行えるよう支援を行う。事業の在り方については、社会のニー

ズをとらえながら、主事研修会等で家庭教育支援について更に理解を深め、社会教育青少

年課と公民館が一体となり、事業を計画実施していくことで家庭教育支援の充実を図って

いく。 

⑴ 公民館主事研修会：１２月２日（水） 

  家庭教育支援事業県担当者からの説明研修 

 ・ 家庭教育の定義や位置づけ等の説明 

 ・ 多自治体の事例紹介等 
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⑵ 各公民館での「地域づくり学習 家庭教育支援」 

公民館 時期 事業名 

中央 10～11月 赤ちゃんとママパパのスキンシップ教室 

東部 12 月 親子で学ぶ「お金のキホン」 

西部 

5～3 月 にこにこキッズの広場 

7～8 月 親子で楽しむ科学～理科実験教室～ 

9 月 親子で楽しむ 和菓子づくり体験教室 

7 月 親子で学ぶ郷土のレシピ～にこにこクッキング～ 

南部 2 月 親子 de チャレンジ！ 

北部 2～3 月 スマイル子育てタイム 

江南 9～1 月 家庭教育応援講座 

霞城 5 月 親子ふれあい教室 

元木 

8・1 月 子ども体験教室「元木 ds（もとキッズ）体験塾」 

11 月 親子ふれあい教室 

8 月 楽しい和菓子づくり教室 

12・3 月 桜田くまさんの親子お楽しみ会 
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Ⅰ 基本方針 

  近年、少子高齢化の進行、核家族化等による地域社会の変化に加え、社会においては

グローバル化や情報通信技術のめざましい進歩などが見られます。また、コロナ禍を

経て、オンラインの活用等いかなる状況においても学びを止めない体制づくりを図る

ことが重要視されています。 

本市では、平成２８年１１月に「山形市教育大綱」が策定され、本市における教育の

振興に関する基本的な方針が示されました。それを受けて平成３０年２月に「山形市教

育振興基本計画」を策定し、本市の生涯学習・社会教育の基本方向性として「生涯学び、

人や地域とかかわり、よりよい社会を築く人づくり」を掲げ、基本理念と６つの基本方

針に基づき、教育を推進してきました。さらに、令和４年４月に、これまでの取組や先

に挙げた地域社会の変化等を踏まえて、計画の見直しを行いました。 

本市の理念及び方針の実現に向け、今後も市民の生涯学習の場である公民館の環境

整備や利便性向上を図るとともに、生涯学習情報の提供や相談支援体制をより一層充

実させ、市民の自発的な学びを支援していきます。そして、人や地域とのかかわりの中

で、学び合い教え合う喜びを味わい、市民一人一人が学びを通して生き生きと自己実現

を図るとともに、学習成果を社会の中で適切に活かすことができる生涯学習社会の形

成、並びに、将来にわたり持続可能な社会の実現に向けて、持続可能な開発目標（SDG

ｓ）の達成に貢献することを目指します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形市教育大綱 

基本理念 

郷土を誇りに思い いのちが輝く 人づくり 

～山形らしさの継承 発展 そして発信～ 

 

基本方針 

３ 地域の特色・歴史・文化を深く理解しつつ、世界における山形市を意識して行動でき

る広い視野を持った人財を育成します。 

４ 子どもの人格形成の基盤である家庭と、幼稚園・保育所等・学校・そして地域がそれ

ぞれの役割を果たし連携・協働することによって、教育力の向上と地域社会の活性化

をめざします。 

６ 郷土に誇りをもち、地域とかかわり合いながら生涯にわたって学び続け、スポーツ・

文化芸術活動に親しみ、健やかな心と体を保ち続けようとする人財を育成します。 

※生涯学習・社会教育に関連する方針を抜粋 

生涯学習・社会教育の基本方向性 

生涯学び、人と地域とかかわり、 

     よりよい社会を築く人づくり 

山形市教育振興基本計画 



2 
 

Ⅱ 具体的な施策と主な事業                          

１ 生涯学習支援体制の充実 
 

社会の成熟に伴い個人の価値観やライフスタイルは多様化しており、今後も継続し

て市民の主体的な学びを支えていくためには、年代などで異なるニーズにも対応する、

より幅広い学習支援が求められています。このような状況の中で、市民一人一人が生涯

にわたって学び、自己実現を図ることのできる環境づくりに努めます。 

⑴ 生涯学習に関する環境の整備 

ア  公民館施設の提供 

市民の生涯学習活動の推進のために、生涯学習に参加する市民に対して公民館 

施設の提供を行います。提供にあたっては、公民館の空き情報をＷＥＢで公開する

ほか、施設予約を電子申請でも可能にするなど、利用者の利便性を高め利用者層の

拡大や利用者数の増加を図ります。 

また、公民館施設を広く市民の利用に供するため、公民館施設の学習室やロビー

等、市民が交流や学習活動を目的として個人でも利用できるスペースの提供を行い

ます。放課後や長期休業中に特に要望が多い学習スペースについては、使用してい

ない会議室等を開放します。 

中学生を対象に「学びの場」として公民館施設を開放し、事業への参加を促すと

ともに、若者も利用しやすい公民館づくりを進めます。 

    イ 公民館施設の使用許可基準の緩和 

      民間企業等の社内研修や内部会議での利用のほか、地域の活性化に寄与する使用

について、使用許可基準の緩和を実施してまいりましたが、「社会教育法」の趣旨

に沿った運用の中で、更なる緩和を検討していきます。また、地域学校協働活動等

での利用も踏まえ、これまで以上に、人づくり・つながりづくり・地域づくりの  

拠点となるよう、新たなニーズを踏まえた公民館のあり方について検討していきま

す。 

    ウ 公民館施設の管理及び維持・補修 

      市民の生涯学習の拠点となる公民館の施設について、市民の利便性を図るために、

随時必要に応じて維持・補修を実施するなど、適切に管理します。 
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    エ 公民館におけるＩＣＴ環境の提供 

      公民館に整備された Wi-Fi を活用し、公民館事業やサークル活動の活性化、災害

時の避難者の情報収集、学校の臨時休校時の学習環境の提供等、市民の情報収集の

利便性向上に寄与します。 

⑵ 生涯学習に関する情報の提供 

ア  公民館だよりの発行 

公民館で開催する生涯学習講座や社会教育事業、市の事業や地域の情報、サーク

ル情報等を掲載した公民館だよりを月１回発行し、周知を図ります。 

イ  市公式ホームページ等への掲載 

公民館だよりや公民館施設の概要、事業計画、生涯学習講座の案内等を広報やま

がたや市公式ホームページ・ＳＮＳ等に掲載し、幅広く情報提供することで、市民

の参加を促します。 

ウ  関係機関との連携 

生涯学習情報について幅広く市民に発信し、自発的な生涯学習への取り組みを推

進するために、関係機関との連携を図ります。 

エ 文化活動と学びのプラットフォーム形成事業 

公民館が、市民の「文化活動と学びのプラットフォーム」としてより機能を発揮し、

市のビジョンである「文化創造都市」の形成に貢献していくため、公民館事業を含む、

市内のイベント情報などを集約して提供できるデータベースを構築していきます。 

 

⑶  市民の生涯学習活動への支援 

ア 生涯学習相談への対応 

市民が生涯学習活動に円滑に取り組むことができるよう、サークル及び講師情報

や講座開催の手法等についての生涯学習相談に対応します。 

イ  共催・後援 

教育、学術、文化等の普及向上に寄与する事業に取り組む、公益性のある団体の

活動に対して必要に応じて共催や後援等の支援を行います。 
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ウ  成果発表の機会提供 

      公民館等で活動しているサークルが日頃の学習成果を発表できる場や生かすこ

とができる機会として、文化祭等を開催します。 

エ  公民館とコミュニティセンターとの連携 

  公民館及びコミュニティセンター相互における市民の生涯学習機会を充実させ

るため、情報の共有や合同の研修会の実施等、それぞれのニーズに応じた連携を図

り、公民館職員・コミセン事務局職員の情報交換、知識や技能の習得の機会を創出

していきます。 

オ 公民館講座等へのＷＥＢによる参加申込方法の拡大 

      スマートフォン等でいつでもどこでもＷＥＢで参加申込ができるよう、市公式

ホームページからＷＥＢによる参加申込みができる講座を増やしていきます。 

 

⑷ 社会教育関係団体の育成及び支援 

市民の自主的な学習活動を促進するために、社会教育関係団体等（地域住民及び 

生涯学習サークルや青少年ボランティア等の地域団体）の育成に取り組みます。育成

の一環として、青少年や成人、高齢者に対し、公民館事業における参加者への学習支

援等、ボランティア活動の機会を提供します。 

また、社会教育関係団体等に対して、研修等の情報の提供などの支援を行います。 

   

２ 社会教育事業の推進 

社会教育は、社会を形成する自立した個人の育成に資するとともに、人と人との絆

を深め地域課題の解決に寄与するなど、地域社会の活性化を図っていく上で重要な役

割を果たしてきました。 

一方、市民の価値観やライフスタイルは多様化し、地域における人と人との関係の

希薄化等の新たな社会的課題や、それぞれのライフステージに対応した学習の充実と、

時代の流れに柔軟に対応するための知識や技能の習得の機会が求められています。 

社会教育事業は、対応が急務とされる課題の解決、また新たなニーズに積極的に対
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応した「社会的要請学習の推進」と、地域の課題解決や世代間交流を図り、地域住民の

連帯感を高める機会を提供する「地域づくり学習の推進」を大きな２つの柱として実

施するほか、地域と学校が連携・協働し、地域全体で子どもたちの成長を支える「『地

域学校協働活動事業』の推進」などの事業を実施します。実施にあたっては、山形市の

2 大ビジョン（健康医療先進都市・文化創造都市）の実現、並びに将来にわたり持続可

能な社会の実現に向けた持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の視点を加え、関係機関（行

政機関・民間企業・ＮＰＯ・ボランティア等）との連携のもと、多角的な事業展開を図

ります。 

⑴ 社会的要請学習の推進 

社会の変化にあわせて、「個人の要望」と「社会の要請」のバランスのとれた学習

機会を、全市民を対象に提供します。事業を展開するにあたっては、広報やまがたや

市公式ホームページ・ＳＮＳ、公民館だより、チラシ等を介した周知を図ります。 

 

ア  学習テーマの設定 

事業の実施にあたっては、本市及び社会の現状やこれまでの事業実績を考慮した

うえで、「デジタル社会」「環境・エネルギー」「健康づくり」「防災・防犯」「若者支

援」「子ども支援」の６項目の学習テーマを設定し、リピーターを増やすことだけで

なく、新しい対象者にも広げながら、学びの提供を進めます。 

イ  事業提供の体制 

６項目の学習テーマについて、公民館と社会教育青少年課が連携し、市民の  

ニーズを把握しながら企画立案し、多角的な事業展開を図ります。その中で、公民

館職員の事業づくりに関するスキルアップをめざし、事業全体の活性化につなげま

す。また、実施事業及びその対象地域に偏りが生じないよう、テーマごとに担当す

る公民館を設定します。企画・運営にあたり、関係機関との連携や協力関係を構築

し、質の高い効果的な学習機会を提供します。 
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＜学習テーマ及び担当＞ 
 

① デジタル社会 全公民館 

仕事や日常生活の中で活用し、生活の利便性向上を図るために、パソコン操作及び

スマートフォン等のＩＣＴ機器の基礎的な操作やより実践的な活用方法を学びます。

また、市公式ＳＮＳ等での情報収集やアプリの活用、Wi-Fi の接続方法を含む、情報

モラルやセキュリティー対策、情報リテラシーの啓発を行い、必要な時に、安全かつ

速やかに必要な情報を受信する方法を学びます。 

② 環境・エネルギー 北部公民館 霞城公民館 

「山形市環境基本計画」が目指す環境像である、「みんなで創る 豊かな自然と笑

顔輝く 持続的発展可能なまち」の実現のため、身近な所から実践する取り組みを

学ぶとともに、地域の豊かな自然と直接触れ合う体験を通して快適な生活環境のあ

り方を考えるなどして、市民の環境と生活への関心を高め、環境学習を推進してい

きます。 

③ 健康づくり 

中央公民館 西部公民館 

南部公民館 江南公民館 

心身の健康増進や病気・けがの予防のほか、高齢者の健康づくり、感染症予防やメ

ンタルヘルス等の現代的な健康課題の解決について学びます。また、生涯に渡り健康

維持や活力増進に繋がるようなスポーツ体験教室などを行います。実施にあたっては

市が推進する「スクスク(SUKSK)生活推進事業」等と連携し、健康医療先進都市の確立

に資する事業として展開していきます。 

④ 防災・防犯 東部公民館 元木公民館 

災害発生の原因や社会と地域の災害対策の実態を知り、災害への備えや実践的な対

処の仕方を学ぶとともに、最新の犯罪事例を知り身の守り方を学ぶことにより、市民

の防災・防犯意識の向上を図ります。  
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⑤ 若者支援 

社会教育青少年課 

全公民館 

高校生や大学生などが、公民館を活用し、「ナナメの関係」にある大人と広く学び合

いながら自らの学びを実現することを通して、将来的に地域づくりに参画する人材と

して育っていくことを支援します。（まちなかサードプレイス）。 

また、中学生が公民館事業の企画立案・実施することを通して地域についての学び

を深めるとともに、自己有用感を高め地域に対する愛着を持つことができるよう支援

します。（サードプレイス Jr.） 

⑥ 子ども支援 
社会教育 

青少年課 
全公民館 

公民館における放課後こども教室として、週末や長期休業中にさまざまな豊かな

体験学習の機会を提供することで、子どもの自立性を培い社会性を育みます。 

⑵  地域づくり学習の推進 

それぞれの地域の課題や実情を踏まえ、地域との協力のもと、子どもから高齢者

までそれぞれのライフステージに対応した学習機会や、世代間で交流しながら互い

の理解を深め、地域住民の連帯感を高める機会を提供し、地域共生社会の実現を目

指します。実施にあたっては、「地域住民相互のふれあい交流」、「地域と共に考える

まちづくり」をテーマに、各公民館独自の企画・運営による地域づくり学習を展開

します。 

① 「地域住民相互のふれあい交流」（公民館企画型） 

より身近なテーマで親しみやすい事業を企画し、公民館により多くの地域住民が 

集い、幅広い世代間でバランスよく交流する機会を増やしながら地域の連帯感を

高めるとともに、今後の地域づくりを担う人材の育成を目指します。 
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 対 象 事   業   名 

世

代

別

事

業

展

開 

 
バ
ラ
ン
ス
重
視
  

少 年 
ア 子ども育成事業  
（公民館における放課後子ども教室） 

オ 

や
ま
が
た
文
化
ま
な
び
事
業 

青 年 イ 若者支援事業  

成 人 
ウ 成人学習支援 

 

(保護者等) エ 家庭教育支援事業  
 

  ＜注＞  少 年：小学生・中学生を対象としたもの 

         青 年：高校生相当年齢～２５歳程度を対象としたもの 

         成 人：成人一般（従来の「高齢者」にあたる年齢層を含む）を対象としたもの 

 

ア 子ども育成事業 

子どもたちの現状は、異年齢の子どもと集団で遊ぶ機会の減少やゲーム等の

疑似体験の増加、少子化による子ども会組織の縮小などにより、体験的な学び

が不足していると言われています。そのため、公民館における放課後子ども教

室としてさまざまな体験や交流する機会を週末及び長期休業中に設定し、子ど

もたちの心を豊かに育むとともに、人とつながる喜びを実感し、主体的に人と

かかわろうとする思いを育てます。 

 

イ 若者支援事業 

将来的に地域づくりに参画する人材を育成することを目的として、各公民館

において、若者のニーズや課題などを考慮した学びの場を提供します。 

 

ウ 成人学習支援 

社会の変化や地域のニーズをとらえた、高齢者を含む成人一般に向けた事業を

展開していくことで、自主的な学習の推進を図ると伴に、住民同士の交流・つながり
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の場を創出します。 

 

エ 家庭教育支援事業 

核家族化や地域社会のつながりの希薄化等により 、家庭内の悩みや不安を 抱え

たまま保護者等が孤立してしまう ことがあると言われています。こう したことから、保

護者等が安心感と自信をも って家庭教育を行えるよう 、子ども への理解や接し方、

親子のコミ ュニケーション等、子育てに必要な知識やスキルについて学ぶ機会や、子

育ての悩みを相談する機会を提供し、支援を行います。 

 

オ やまがた文化まなび事業 

  郷土の誇れる「文化」を資源に、地域の活力と魅力の向上を図ることを目的として、

山形市が持っている多彩で豊かな文化を理解し、郷土愛を深め、多様な文化活動

に触れることができる事業を提供します。また、実施にあたっては市が推進する「文

化創造都市推進事業」等と連携し、文化創造都市の確立に資する事業として展開し

ていきます。 

 

② 「地域と共に考えるまちづくり」（地域共同企画型） 

担当する地域との日常的なかかわり の中で把握した地域課題から、地域と共に 対応

すべき課題を抽出します。それらの地域課題を共通認識する中で、地域団体と共同した

学習プログラムを構築し事業を実施します。実施後には、成果と課題を確認し、次年度以

降の継続性や方向性について地域団体とともに検討を行います。 

 

⑶ 公民館職員研修実施体制の充実 

ア  公民館主事研修会の実施 

地域との関係構築や、市民の学習ニーズの把握及びその解決に向けた事業の展開 

の手法等、公民館主事に求められる様々な知識・技能を身に付けるため、研修会を実施

します。 

    イ 国等の研修への参加 
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国や県等の機関が主催する研修会に積極的に参加し、成果を職員間で共有します。 

 

⑷ 地域と学校の連携・協働体制の構築 

（コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進） 

学校運営協議会は、教育委員会より任命され委員となった地域住民が、教職員とと

もに学校の運営に関して協議する機関です。学校と地域が一体となって学校運営の 

改善及び児童生徒の健全育成に取り組むことにより、「地域とともにある学校づくり

（※１）」の実現を目指しています。 

また、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支え

るとともに、「学校を核とした地域づくり（※２）」を目指して、学校と地域が相互にパー

トナーとして連携・協働して行う「地域学校協働活動」を推進します。そのために、

地域と学校との連絡調整等を行うコーディネーターである「地域学校協働活動推進員」

の全小中学校への配置を進めます。 

この、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一つの取り組みとして捉え、 

「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」を併せて実現する

ことを目指します。 

（※１）地域とともにある学校…開かれた学校から一歩踏み出し、地域の人々と目標やビジョンを

共有し、地域と一体となって子どもたちを育む学校。 

（※２）学校を核とした地域づくり…学校を核とした協働の取組を通じて、地域の将来を担う人材

を育成し、自立した地域社会の基盤の構築を図ること。 

ア  学校運営協議会と地域学校協働活動の充実・発展 

学校運営協議会において、よりよい集団（学校）生活や人間関係を築くために、  

協働して取り組む一連の自主的、実践的な活動（地域学校協働活動）の話し合いを

重ねながら生み出そうとするプロセスを重視した「熟議」が充実するよう、研修会

の開催や情報提供等の支援を行います。また、地域学校協働活動を実施することに

より、子どもたちの学びや成長を支えるとともに、地域住民等に対して「大人の  

学び」の機会を創出します。 
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イ 放課後子ども教室の実施における学校との連携及び地域住民等の参画 

放課後や週末、長期休業日等に学校の施設や公民館、その他の施設を活用して、 

学校との連携及び地域住民の参画を得ながら、子どもたちの安全・安心な活動場所

を確保し、価値ある体験活動や豊かなかかわりあいなどの学びを提供することを 

通して、子どもの自主性を培い社会性を育みます。（※社会教育青少年課は放課後 

子ども教室推進事業、公民館は社会的要請学習「子ども支援」及び地域づくり学習  

「子ども育成事業」において実施します。） 

放課後子ども教室を通じて、地域と学校の連携・協働体制の構築を図ります。   

    

⑸  「二十歳
は た ち

の祝賀式」の開催 

今年度新たに二十歳になる方を対象に、社会の形成者になったことを自覚するた

めの行事として「二十歳の祝賀式」を開催します。新たに二十歳になる方から有志を

募り実行委員会を組織し、式典内容の検討や運営を担うことにより、二十歳の方が主

体的に参加できる祝賀式を開催します。 

   























 

 

 

 

 

 

 
 
 
地域課題を解決する世代間交流の取組み ～出羽紅花バンド～ 

 

現在、 地域住民同士の交流や世代間の交流の機会の創出、 第三の居場所づく り などが地

域の課題と し て言われており 、 各地域ではその解決に向けて様々な取組を 行っ ています。  

 出羽町内会連合会では課題解決のための各世代の共通のアイ テムと し て「 音楽」 に着目

し まし た。 令和６ 年度に出羽小学校と 連携を 図り ながら 、 地域に「 紅花太鼓ク ラ ブ」 を立

ち上げまし た。 小学４ 年生から ７ ０ 代までが参加し ています。  

令和７ 年９ 月には出羽小学校と 第七中学校と 連携を 図り ながら 「 出羽紅花バンド 」 を 立

ち上げまし た。 コ ンク ールに出場するこ と ではなく 、「 自分が楽し むこ と ・ 地域のみなさ ん

に楽し んでも ら う こ と 」 を 目的に、 小学生や中学生、 ２ ０ 代から ７ ０ 代のメ ンバー１ ７ 人

が月に４ 回コ ミ ュ ニティ センタ ーに集まっ て音楽を 奏でています。 ３ 月１ １ 日の練習で

は、 吹奏楽の経験がある２ ０ 代のメ ンバーが中心になっ てみんなで演奏を 楽し んでいまし

た。  

来年度も 新し い音楽の取組を 考えているそう です。 こ れから の展開に御注目く ださ い。  

 

 

 

 

令和７年度をふりかえって 
 

今年度は「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと 地域学校協働活動の一体的推進」 の他に、 家庭教

育支援や青少年ボラ ンティ ア、 コ ミ ュ ニティ センタ ーの事業に関する情報も お伝えし てま

いり まし た。  

９ 月２ 日発行の第２ 号では「 地域で活躍する若者たち」 と いう テーマで、 ボラ ンティ ア

活動に取組む中学生や高校生、 大学生等の特集を し まし た。 若者の地域に対するあふれん

ばかり の熱い思いに触れ、 今や若者の存在は地域づく り に不可欠の存在になっ ているこ と

を 感じ ています。  

 令和８ 年度も 「 子ども と 学校、 地域の未来を創る当事者」 である皆様と と も に、 社会教

育事業を 一層進めてまいり ます。 どう ぞよろ し く お願いし ます。  

 

裏面に令和７ 年度「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと 地域学校協働活動の一体的推進」 の実施状況及び成果・ 課題を掲載し ています。  

 

 

 

 

 

社教ニュース ときたまご 

令和８年３月２３日（第５号） 山形市教育委員会社会教育青少年課 

web 版 



令和７年度「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」の実施状況及び成果・課題 

【 学校運営協議会に関するこ と 】  

 〇学校運営協議会の開催数 

５ １ 校で１ ４ ６ 回（ 各校で２ ～５ 回実施）  ※７ 校が４ 回以上開催し ています。  

 〇熟議のテーマ 

・「 私たちの学校」 と 「 私たちの地域」 の未来を一緒に考えよう  

・ 教職員と し て見つけた子ども たちの 「 よさ 」 と 地域住民と し て分かる 子ども たちの 「 よさ 」  

・「 子ども たちのよさ 」 を 可能にし ている「 地域のよさ 」 と は何か 

・ 登下校（ 通学班から 自立登校へ）    

・ 働き 方改革について 

・ こ れから の学校や家庭・ 地域での教育・ 学びで大切だと 思う こ と 、 チャ レン ジし たいこ と  など 

 

【 地域学校協働活動に関するこ と 】  

 〇地域学校協働活動推進員の配置校数 

  ４ １ 校（ 令和７ 年度は蔵王第二小学校、 第五中学校、 第九中学校に配置）  

 〇地域住民等の参画者数（ 令和７ 年４ ～１ ２ 月まで）  

  ３ ， ２ ２ ８ 人 

 

【 社会教育青少年課の取組】  

 〇「 地域と と も にある学校づく り 研修会」 の開催（ 教職員等１ ０ 名）  

 〇「 学校を 核と し た地域づく り 研修会」 の開催（ 推進員等４ ０ 名）  

 〇出前講座の実施（ ７ 回）     

〇視察・ 取材の実施（ ２ ７ 回）  

〇地協ニュ ース「 と き たまご」 の発行（ ５ 号）  

 〇地域学校協働活動推進員情報交換会の実施（ 5/23、 9/19、 11/21）  

 

【 成果と 課題】（ 学校・ 地域学校協働活動推進員年度末アンケート 結果より ）  

 〇成果 

  ・ 子ども たちの「 地域への愛着」 や「 地域の担い手と し ての自覚」 の意識向上 

・ 授業づく り （ 授業や教育活動の充実）  

・ 地域住民同士のネッ ト ワーク の広がり や深まり  

 〇課題 

  ・ 保護者や地域住民への周知 

  ・ 地域の人材発掘・ 人材確保（ 学運の委員や地協推進員、 地域ボラ ンティ ア等）  

  ・ 地域づく り への活用                   

  

 

 

社教ニュースときたまごのバックナンバー及び山形市における「コ 

ミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」については、 

こちらからご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

「 社教ニュ ースと き たまご」 は、「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと 地域学校協働活動の一体

的推進」 に加え、 高校生や成人を対象と し た事業や公民館事業など、 より 幅広く 社会教

育に関する情報をお伝えし ています。「 地域と と も にある学校づく り 」「 学校を 核と し た

地域づく り 」 の更なる推進にお役立ていただければ幸いです。  

 「 関係者版」 は先生方と 学校運営協議会委員のみなさ ん、 地域学校協働活動推進員、 公

民館、 コ ミ ュ ニティ センタ ーにお送り し ます。 また、 山形市ホームページに「 Web 版」 を

掲載し ます。  

 

学校を核とした地域づくり 

 地域学校協働活動は「 地域の高齢者、 成人、 学生、 保護者、 PTA、 NPO、 民間企業、 団体・

機関等の幅広い地域住民の参画を 得て、 地域全体で子供たちの学びや成長を支えると と も

に、 学校を核と し た地域づく り を 目指し て、 地域と 学校が相互にパート ナーと し て連携・ 協

働し て行う 様々な活動」 です。  

５ 月３ ０ 日（ 土） 学校を 核と し た地域づく り 研修会を 開催し まし た。 大曽根地区の放課

後子ども 教室「 そねっ こ ク ラ ブ」 から 寒河江郁子氏、 山寺を 愛する教師の会から 田中克氏

サード プレイ ス村から 山形市立第三中学校の鈴木う たさ んが事例提供者と し て参加し 、 そ

れぞれの魅力的な取り 組みについて御紹介いただき まし た。 また、 社会教育士の小林星太

氏にフ ァ シリ テータ ーと し て参加し ていただき 、 事例発表者と 他の参加者をつなぐ よう な

パネルディ スカ ッ ショ ンの場を つく っ ていただき まし た。  

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の主な事業 

 ・ コ ミ ュ ニティ ・ スク ールと 地域学校協働活動の一体的推進 

   →研修会、 取材、 情報交換、 地域学校協働活動関係団体等支援  

 ・ 放課後子ども 教室 

→大曽根小放課後子ども 教室、 公民館における放課後子ども 教室  

 ・ 若者支援 

→まちなかサード プレイ スビッ キの会、 サード プレイ ス Jr .   

 ・ 家庭教育支援 

   →研修会  

 ・ 社会教育関係団体、 ボラ ンティ ア活動団体等への支援 

社教ニュース ときたまご 

令和８年６月１１日（第１号） 山形市教育委員会社会教育青少年課 

Web 版 



 

【 参加者より 】  

・ いずれの事例も それぞれの熱意が伝わっ てき て、 実践の価値や意義を 感じ るこ と がで

き た。 それぞれの思い、 成長の実感など、 生の声を 聞く こ と ができ た。  

・ 初めて参加さ せていただき 、 貴重なお話をお聞き でき 、 大き な学びになり まし た。 あ

り がと う ございまし た。 “ つながる” こ と の大切さ 、 そし て“ つながる” こ と の難し

さ を実感し ながら 日々生活し ている中で、 子育て世代と し て、 母と し て、 保護者と し

て、 自分ででき るこ と を 実行し ていき たいと 改めて思いまし た。  

・ 第三中の鈴木さ んは、 地域に関するボラ ンティ ア活動に参加する中で、 自分たちの成

長や課題を 実感し ながら 成長し ていると 感じ まし た。 地域づく り のためも あり ます

が、 かかわっ た人々のやり がいや成長につながるこ と は意味があるこ と で、 持続さ せ

るためのモチベーショ ンでも あると 思います。 「 こ の活動の物語を 紡いでいき たい」

と いう 言葉が印象的でし た。  

 

 

まちなかサードプレイス「ビッキの会」 ～どんどんやきをつくろう～ 

令和８ 年度から 「 ビッ キの会」 改め、「 まちなかサード プレ イ スビッ キの会」 と し 、 大

学生だけで構成し ていた枠を 高校生及び大学生、 同世代の青年と 広げまし た。 現在は大学

生８ 名が加入し ており 、 ６ 日（ 土） には小学生対象に「 どんどんやき を 作ろ う 」 と いう 企

画を実施し まし た。 市内から たく さ んの小学生が参加し 、 楽し く 安全に活動し まし た。 自

分で作っ たどんどん焼き の味は格別だっ たよう です。  

 

 

社教ニュースときたまごのバックナンバー及び山形市における「コ 

ミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」については、 

こちらからご覧ください。 

 


